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ASPARAGACEAE

         COLE TCH セオドアコール,TAKANO A 髙野 温子  (2023) クサスギカズラ科の系統樹
Japanese version of: COLE (2023) ASPARAGACEAE Phylogeny Poster (AspPP)

• 主要な属とその分布域,代表的な種を掲載 • APG IV, Apweb, POWO 等で採用されている広義クサスギカズラ科(ヒヤシンス科, リュウゼツラン科, ラクスマンニア科, ナギイカダ科, リュウケツジュ科, ノリナ科, スズラン科を含む) 

 (注：APwebのPeter F. Stevensは本科について「これは非常に不満足な科である．中には幾つかの亜科に認識できる共有派生形質があるが，それらは他の亜科では認識しづらい．しかし, どのようにグループを分けても満足のいくものにはならない．」と認めている。それゆえ，ヒヤシンス科やリュウゼツラン科を別科として認める見解もある。)

• 広義クサスギカズラ科は120属2600-2900種 • 系統樹は主にJi et al. 2022に基づく（修正あり） • 系統樹の枝長は分岐の深さ・分岐年代を反映していない • 灰色部の種数は概数（POWO Plants of the World Onlineによる） • ヒヤシンス亜科とツルボ亜科の関係は一部不明 ・チトセランはドラセナに，カイソウはドリミアに含まれる

参考文献: Chen S et al. (2013) PLoS ONE 8(3): e59472; Ji YH et al. (2022) Annals Bot, doi: 10.1093/aob/mcac144; Kubitzki K (ed) (1998) FGVP III, Springer Nature; Martínez-Azorín M et al. (2022) J Sys Evol 10.1111/jse.12905; Stevens PF (2022) APweb, www.mobot.org/MOBOT/research/APweb; Wang J et al. (2022) Front Plant Sci 13: 882189
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クサスギカズラ科の系統樹

鱗茎をもつ地中植物
根はしばしば収縮性あり，内生菌根菌を持つ, 粘液細胞あり

葉の蝋は平行な板状
鱗茎葉の鞘は閉じる，またはそうならない

花序は花茎状（分枝あり）（穂状花序）
花柄は関節しない，小苞なし，束晶あり

種子黒色, ポリヒドロキシアルカロイド、ホモイソフラボン， 
フラボンC-グリコシドを含む

Agavoideae
リュウゼツラン亜科

 bArnArdiA    ツルボ属      2

 drimiA      カイソウ属    ~100

 eucOmis 		 	 	 	 ユーコミス属     13

 lAchenAliA 	 	 	 ラケナリア属   136

 ledebOuriA 	 	 	 レデボウリア属   64

 hyAcinthus 	 	 	 ヒヤシンス属    3

 scillA 		 	 	 	 	 シラー属       ~90

 muscAri     ムスカリ属      76

 hOstA 		 	 	 	 	 ギボウシ属      22

 yuccA 		 	 	 	 	 ユッカ属      ~50

 cAmAssiA 	 	 	 	 カマシア属     6

 cOrdyline 		 	 	 コルディリネ属   24

 eustrephus    ユーストレフス属   1

 AspArAgus 	 	 	 クサスギカズラ属  215

 ruscus 	 	 	 	 ナギイカダ属     6

 semele 	 	 	 	 セメレ属       3

 liriOpe 	 	 	 	 	 ヤブラン属        8

 OphiOpOgOn 	 	 	 ジャノヒゲ属   ~80

 nOlinA 	 	 	 	 	 ノリナ属      35

 beAucArneA 	 	 トックリラン属    13

 dAsyliriOn 	 	 	 ダシリリオン属   23

 cOnvAllAriA 	 	 スズラン属      3

 speirAnthA 	 	 	 スペイランサ属   1

 tupistrA 	 	 	 	 トゥピストラ属    37

 AspidistrA 	 	 	 ハラン属      ~200

 reineckeA 		 	 	 キチジョウソウ属   2

 rOhdeA 	 	 	 	 オモト属      24

 mAiAnthemum 	 	 マイヅルソウ属 ~40

 dispOrOpsis 	 	 	 ディスポロプシス属  10

 pOlygOnAtum   アマドコロ属     73

 AgAve 		 	 	 	 	 リュウゼツラン属   283

 FurcrAeA 	 	 	 	 マンネンラン属   26

 drAcAenA 	 	 	 	 ドラセナ属    ~200

 Anthericum 	 	 	 アンテリクム属   8

 chlOrOphytum  オリヅルラン属  200

 pArAdiseA 	 	 	 パラディセア属     2

Scilloideae
シラー亜科

Nolinoideae
ノリナ亜科

Asparagoideae
クサスギカズラ亜科

北半球温帯域
P. multiflorum (ソロモンズシール), P. odoratum (アマドコロ)

中国, ミャンマー, タイ, ラオス, ベトナム, フィリピン
D. pernyi (ホウチャクモドキ)

北半球温帯域～アメリカ中央部
M. bifolium (ヒメマイヅルソウ), M. dilatatum (マイヅルソウ)

ヒマラヤ東部～日本, インドネシア
R. japonica (オモト)

中国，日本
R. carnea (キチジョウソウ)

ヒマラヤ東部～中国, 日本, 東南アジア
A. elatior (ハラン)

中国 東部/ 中央部, 東南アジア～スマトラ
T. nutans （トゥピストラ ヌタンス）

中国南東部
S. gardenii (スペイランサ ガーデニー)

ユーラシア温帯域, アメリカ東部～中央部
C. majalis (ドイツスズラン)

メキシコ，アリゾナ～テキサス
D. longissimum (ダシリリオン ロンギシマム)

メキシコ～アメリカ中央部
B. recurvata (トックリラン)

アメリカ南部～メキシコ
N. nelsonii (ノリナ ネルソニー)

インド, ヒマラヤ, 中国, 韓国, 日本, 東南アジア
O. japonicus (ジャノヒゲ), O. planiscapus (オオバジャノヒゲ)

中国, ベトナム, カンボジア, 韓国, 日本, フィリピン
L. muscari (ヤブラン), L. spicata (コヤブラン)

マカロネシア
S. androgyna (セメレ アンドロジーナ)

マカロネシア, ヨーロッパ西部, 南部, 地中海～イラン北部
R. aculeatus (ナギイカダ)

世界中の（亜）熱帯
D. spp. (ドラセナ)

ユーラシア,　アフリカ～北オーストラリア（広く帰化）
A. spp. (アスパラガス)

ニューギニア, ニューカレドニア,オーストラリア東部/南東部
E. latifolius (ウォンバットベリー)

パプアシア, オーストラリア, 西太平洋,　南アメリカ
C. australis (コルディリネ・オーストラリス)

ヨーロッパ 南西部 / 中央部
P. liliastrum (パラディセア リリアストルム)

(亜)熱帯アフリカ, インド, 中国，東南アジア, オーストラリア
C. comosum (オリヅルラン)

ヨーロッパ, アフリカ北部/東部
A. liliago (アンテリクム リリアゴ)

北アメリカ
C. quamash (カマシア カマッシュ), C. leichtlinii (カマシア　レイクトリニイ)

アメリカ北部/中央部
Y. spp.（ ユッカ), Y. brevifolia (ジョシュアツリー)

メキシコ～熱帯アメリカ（広く帰化）
F. foetida (フルクラエア フォエチダ)

アメリカ中央部/東部～ベネズエラ, カリブ諸島（広く帰化）
A. spp. (リュウゼツラン)

極東ロシア, 中国，日本
H. spp. (ギボウシ)

ヨーロッパ，アフリカ北部～中央アジア
M. spp. (ムスカリ)

ヨーロッパ，マカロネシア，アフリカ北部～イラン，アフリカ熱帯域
S. spp. (スクウィル)

トルコ,  イラン, イラク, トゥルクメニスタン, シリア, イスラエル
H. orientalis (ヒヤシンス)

アフリカ南部および熱帯域，アラビア半島，マダガスカル，インド，スリランカ
L. socialis (木性ヒヤシンス), L. ovatifolia (ヒラバアフリカヒヤシンス)

アフリカ南部
L. spp. (ケープカウスリップ)

アフリカ南部熱帯域, 南アフリカ
E. spp. (パイナップルリリー)

ヨーロッパ南部，アフリカ，インド，東南アジア
D. maritima (カイソウ, ホウギョクラン)

北アフリカ, 中国～東アジア温帯域
B. japonica (ツルボ) 

ヨーロッパ西部・南西部～イタリア北西部, アフリカ北西部
H. spp. (イングリッシュ・ブルーベル)

ヨーロッパ，中東～アフガニスタン，アフリカ南部，マダガスカル（広く帰化）
O. spp. (オオアマナ)

アフリカ，アラビア半島
A. spp. (スライムリリー）

根茎をもち、根の外皮は多層、 
内胚乳は厚壁で孔があり、半セルロース質である

根茎有り(水平あるいは垂直), 葉は放射状に配列,小花柄は関節する, 
種子は球形または多少とも角がある,黒色, フィトメランフラボノール, 

サポニンが含まれる

クチクラワックスの層は並列， 
花柄は関節する,  

種子はフィトメランを含む,  
小根は良く発達し、フラボノール、

サポニンを含む
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